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『星井町薬局』

２月 13 日移転オープン
年頭所感

「市民公開講座＆ブルークロバー・キャンペーン」開催報告

長谷川病院学術功労賞

冬のカサカサ

屏風のはなし

歯科保険の変更について

いぐり凧のミミに学ぶ～連載・風工房より～　その４（最終回）

LET`S TRY 脳活パズル　第３回

レシピ　鶏肉の田舎煮

インフォメーション

病 院 名 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 日

八 木 外 科
ク リ ニ ッ ク
☎076-422-0055

なかたに皮ふ科
ク リ ニ ッ ク
☎076-421-1275

はぎなか歯科
ク リ ニ ッ ク
☎076-422-0200

長 谷 川 病 院
☎076-422-3040

09:30~12:30
14:00~19:00

09:00~12:15
14:00~17:45

08:30~11:30
14:30~17:30

祝祭日は休診です。

祝祭日は休診です。

祝祭日は休診です。初診の受付時間は、各診察終了時間の30分前までです。

● ● ● ● ● ●

● ● ● ◆

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

13:30
〜

16:30

9:00
〜

12:45

14:00
〜

17:00

● ● ● ● ● ◆

● ● ● ● ● ◆

店 名 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 日

星 井 町 薬 局
☎076-420-8193

08:30~18:00
祝祭日は休業です。

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●珈琲処 は せ 蔵
☎076-491-2007

（泉商事）

星の街ギャラリー
☎076-491-2007

（泉商事）

09:00~18:00

レンタルスペース
☎076-491-2007

（泉商事）

祝祭日は休業です。

●

インフォメーション
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P国道41号線

至富山駅

星井町交差点

長谷川病院
星井町薬局

（2月10日まで）

泉ビル

星井町メディカルガーデン
星井町薬局は 2 月 13 日より泉ビル
１階に移転いたします。

2F　　八木外科クリニック
　なかたに皮ふ科クリニック

3F　　はぎなか歯科クリニック

1F

はせ蔵
（カフェ）

星井町薬局
（2月13日オープン）

EV

階段

41

41

富山駅富山駅
電鉄富山駅電鉄富山駅

メディカルガーデン

富山市科学
博物館
富山市科学
博物館

北國銀行北國銀行
裁判所裁判所

富山テレビ富山テレビ

GSGS

有沢橋有沢橋

富山大橋富山大橋

神通川神通川

神通大橋神通大橋

角川介護予防センター角川介護予防センター角川介護予防センター

大和百貨店大和百貨店
ANAホテルANAホテル

広貫堂電停広貫堂電停

市役所市役所
県庁県庁

護国神社護国神社

富山城址
公園
富山城址
公園

至魚津至魚津

至岩瀬浜駅至岩瀬浜駅

至東富山駅至東富山駅

至南富山駅至南富山駅

至大学前至大学前

至富山 IC至富山 IC

稲荷町稲荷町

平成21年以来、９年の間さまざまな形でご利用いただきました星の街ギャラリーですが、平成

29年 12月をもちまして業務を終了いたしました。

これまでたくさんの方々にご愛顧いただきましたことを深く感謝し、心より御礼申し上げます。　

ありがとうございました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社泉商事　取締役社長　八木　雅子

院長の体調不良のため、当面の間、休業させていただいております。

患者様、並びに関係各位の皆様に、大変ご迷惑をおかけして誠に申し訳ございません。

ご理解の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

時 分
9 18　38
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

03　23　48
08　33　53
18　38
03　23　48
08　33　53
18　38
03　23　48
08　33　53
18　38
03※　23※

まいどはやバス　中央ルート
角川介護予防センター前

※富山駅前
　止まり

H30.1.1 現在



　
移
転
に
と
も
な
っ
て

　
　利
便
性
も
快
適
さ
も
ア
ッ
プ

　
星
井
町
薬
局
が
星
井
町
交
差
点
角
か
ら
、
長
谷

川
病
院
と
隣
り
合
う
泉
ビ
ル
の
１
階
に
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
で

診
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
は
、
屋
外
に
出
る
こ
と

な
く
処
方
薬
を
受
け
取
れ
る
た
め
、
利
便
性
が
一

層
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
入
り
口
は
、
は
せ
蔵
側
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
方
々
も
出
入
り
し
や
す
い
よ
う

に
、
南
側
に
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
薬
局
と

し
て
の
機
能
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
果
た
す
心
構

え
で
す
。

　
移
転
に
よ
っ
て
待
合
室
ス
ペ
ー
ス
が
約
２
倍
の

広
さ
に
な
る
こ
と
で
、
ゆ
っ
た
り
と
快
適
に
過
ご

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
О
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
市
販
薬
）

を
陳
列
す
る
棚
も
、
大
幅
に
増
設
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
は
、
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
で
遊
ば
せ
な
が
ら
お
薬
を
待
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
待
ち
時
間
を
は
せ
蔵
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
お
薬
を
お
渡
し
す
る
投
薬
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
周

囲
に
声
が
届
き
に
く
い
配
置
に
な
り
、
患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
ま
す
。
カ

ウ
ン
タ
ー
が
３
カ
所
か
ら
５
カ
所
（
ハ
イ
カ
ウ
ン

タ
ー
２
、
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
２
、
相
談
室
１
）
に

増
え
た
こ
と
で
、
混
雑
の
緩
和
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
相
談
室
は
ほ
か
の
ス
ペ
ー
ス
と
完
全
に
仕
切
ら

れ
た
こ
と
で
、
お
薬
に
つ
い
て
の
悩
み
や
疑
問
点

な
ど
を
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を

中
心
と
す
る
薬
局
機
能
の
拡
充
に
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
健
康
サ
ポ
ー
ト
の
一

環
と
し
て
期
間
限
定
で
実
施
し
て
き
た
肺
機
能
や

骨
密
度
検
査
と
い
っ
た
簡
易
検
査
を
、
将
来
的
に

実
施
す
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
特
定
検
診
の

啓
蒙
活
動
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
調
剤
ス
ペ
ー
ス
が
約
1.4
倍
に
な
り
、

新
た
な
調
剤
棚
や
保
冷
庫
を
設
け
、
ス
ム
ー
ズ
な

動
線
を
確
保
し
ま
し
た
。
移
転
に
と
も
な
っ
て
星

井
町
薬
局
は
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い

環
境
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
や
り
が

い
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

全景イメージ

待合室イメージ ◇待合室
スペースが広くなったことで、椅子がゆっ

たりと配置され、くつろいで過ごせるよう

になった。これまで通りお茶を自由に飲ん

でもらえる機械やテレビもある。また待合

室の一角には、子供が飽きることなく時間

を過ごせるキッズスペースを用意。子供が

喜ぶ絵本などを自由に見ることができる。

そして健康な暮らしに貢献するためのＯＴ

Ｃ医薬品の種類も充実している。

◇相談室
一度に２人が入室できる相談室は、待合や

投薬のスペースと扉で仕切られ、よりプラ

イバシーの保護機能がアップした空間。処

方されるお薬についての相談を受けるだけ

でなく、今後は簡単な臨床検査も行う予定

にしており、日々の健康サポートに役立っ

てくれそう。かかりつけ薬局として、信頼

してアレコレと相談してみよう。

◇投薬コーナー
投薬は立ったままお薬を受け取るハイカウ

ンターが２ヵ所、座ってお薬を受け取る

ローカウンターが 2ヵ所、そして相談室で

行われる。待合スペースと離れた場所に設

置されたことで、これまで聞きづらかった

ことやお薬についての相談が、周囲の目を

気にすることなくできるようになった。ま

た各カウンター幅も、従来より広くなって

いる。

相談室イメージ

2月13日　泉ビル 1階に
星井町薬局が移転オープン

星井町薬局

はせ蔵
（カフェ）

あ
ざ
み
通
り

至富山駅

EV

WC

星井町薬局
（2/13 オープン）

泉ビル1F

長
谷
川
病
院

星井町薬局
（2/10まで）

2月13日以降の移転場所

国道41号線

富山市角川介護予防センター
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
（
木
）、
当
院
ロ

ビ
ー
に
て
、
第
一
部
（
午
後
一
時
半
よ
り
）
と
第

二
部
（
午
後
三
時
よ
り
）
に
分
け
、
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
市
民
公
開
講
座
は
、

罹
患
死
亡
率
が
上
昇
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
と
コ
ラ
ボ
し
て
の

P
S
A
検
査
（
無
料
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
院
長
先
生
の
挨
拶
の
後
、
十
二
町
副
院
長
の
「
前

立
腺
肥
大
症
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
」
並
木
名
誉

院
長
の
「
前
立
腺
が
ん
早
期
発
見
・
適
切
治
療
の

大
切
さ
」
と
題
し
講
演
致
し
ま
し
た
。

　
一
部
二
部
合
計
で
約
100
名
の
来
場
者
が
あ
り
、

内
P
S
A
検
査
を
受
診
さ
れ
た
方
は
74
名
で
し
た
。

地
元
の
星
井
町
地
区
の
方
々
に
加
え
、
県
内
各
地

か
ら
の
（
予
約
）
来
院
が
あ
り
、
講
演
会
場
は
熱

気
に
溢
れ
、
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
院
さ

れ
た
方
か
ら
、「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
来
年

は
や
ら
な
い
の
」
等
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、「
前

立
腺
が
ん
が
わ
か
る
D
V
D
」
を
手
に
帰
路
に
つ

か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
併
設
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
り
、

排
尿
等
の
相
談
を
さ
れ
た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

医療法人社団　長谷川病院
長谷川　徹

長 谷 川 病 院 便 り

年頭所感 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市
民
公
開
講
座
＆
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
立
腺
が
ん
啓
発
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
11
月
16
日（
木
）

　
二
〇
一
八
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
毎
年
、
今
年
の
目
標
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
掲
げ
、
職
員
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
相
手
に

喜
ば
れ
る
連
携
を
し
よ
う
」
で
し
た
。
連
携
と
い
う
言
葉
に
は
〝
病
院

間
の
連
携
〞
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、〝
各
自
の
身
近
な
所
で
の
連
携
〞

を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
何
人
の
患
者
さ
ん

か
ら
喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
診
療
・
治
療
の

各
プ
ロ
セ
ス
で
協
力
し
合
い
仲
間
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
し
た
で

し
ょ
う
か
？

　
ま
た
、
昨
年
の
暮
れ
に
は
、
学
会
発
表
等
で
活
躍
さ
れ
た
職
員
に
学

術
功
労
賞
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
経
験
し
て
お
り
ま
す
が
、
学

会
発
表
は
、
自
分
一
人
だ
け
の
力
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。周
り
の
人
と
協
力
し
て
、チ
ー
ム
で
完
成
さ
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
勉
強
し
周
り
の
人
と
の
絆
を
深
め
た
、
こ
の
大
変
貴
重
な
経

験
を
次
の
人
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
が
、
長
谷
川
病
院
は
今
年
で
四
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
四
十
歳
で
す
。
中
国
の
孔
子
の
論
語
で
は
「
四
十

に
し
て
惑
わ
ず
」「
不
惑
」
の
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
谷
川
病

院
は
も
う
惑
い
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
、
何
が
起
き
て
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
を
持
っ
て
、
四
十
年
間
の
歩
み
を
噛
み
し

め
、
当
院
に
求
め
ら
れ
期
待
さ
れ
る
使
命
を
全
う
す
べ
く
、
患
者
様
の

笑
顔
と
健
康
の
為
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
使
命
を
共
に
」
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演題名

尿路結石症における体外衝撃波結石破砕術の治療成績と治療期間短縮への取り組み（ポスター）

高齢透析患者さんのための食事とは　～当院栄養科の取り組み～

当院透析患者における腹部大動脈石灰化指数の変化と各因子との関連

当院透析患者におけるフレイル評価

バスキュラーアクセス（ＶＡ）管理に於ける超音波検査診断の基礎

当院における尿閉患者の排尿自立に向けた様々な取り組み

透析時間延長による効果について

当院フットケアの実態調査　～リスク評価から現状分析と今後の課題～

当院における尿閉患者の排尿自立に向けた様々な取り組み（ポスター）

透析室内での感染拡大予防について考える～患者への意識調査から見えてくるもの～

学会名

H28年度　富山県医学会三谷　昌弘 1/29

受賞者名
（学会発表者名） 月/日

演題名学会名その他発表者 月/日

高松　佳世 2/4

小泉　寛子 4/9

小泉　寛子 6/18

藤井　和希 6/18

高田　範子 7/2

浅野　公太 9/24

鈴木友紀恵 9/24

大武　礼文 11/25

寳田　朋子 12/3

第3回 慢性腎不全集学的ケア研究会

第27回 日本透析医会富山県支部講演会

第62回 日本透析医学会学術集会・総会

第62回 日本透析医学会学術集会・総会

第30回 北陸排尿障害研究会

第47回 富山県腎疾患・人工透析研究会

第47回 富山県腎疾患・人工透析研究会

第67回 日本泌尿器科学会中部総会

第31回 富山県透析看護研究会

処方箋に、病薬連携への思いを込めて

当院における内尿道ステント留置術の成績

院長先生 5/23

院長先生 7/2

富山市薬剤師会学術講演会

第30回 北陸排尿障害研究会

長谷川病院 学術功労賞

◇平成 29 年学術功労賞受賞者

【学術功労賞授与について】
①長谷川病院では新たに表彰制度として学術功労賞が新設されました。
②この表彰制度は、職員の学術的研究業績の向上を目的とした賞であります。
③受賞対象者は、毎年 1 月 1 日より 12 月 31 日までの期間において、口頭発表
もしくはポスター発表などによる貢献が優れていると認められた職員です。

④受賞者には賞状および記念品が授与されます。
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
六
日
（
木
）、
当
院
ロ

ビ
ー
に
て
、
第
一
部
（
午
後
一
時
半
よ
り
）
と
第

二
部
（
午
後
三
時
よ
り
）
に
分
け
、
市
民
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
市
民
公
開
講
座
は
、

罹
患
死
亡
率
が
上
昇
し
て
い
る
前
立
腺
が
ん
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
務
局
と
コ
ラ
ボ
し
て
の

P
S
A
検
査
（
無
料
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
院
長
先
生
の
挨
拶
の
後
、
十
二
町
副
院
長
の
「
前

立
腺
肥
大
症
の
最
新
治
療
に
つ
い
て
」
並
木
名
誉

院
長
の
「
前
立
腺
が
ん
早
期
発
見
・
適
切
治
療
の

大
切
さ
」
と
題
し
講
演
致
し
ま
し
た
。

　
一
部
二
部
合
計
で
約
100
名
の
来
場
者
が
あ
り
、

内
P
S
A
検
査
を
受
診
さ
れ
た
方
は
74
名
で
し
た
。

地
元
の
星
井
町
地
区
の
方
々
に
加
え
、
県
内
各
地

か
ら
の
（
予
約
）
来
院
が
あ
り
、
講
演
会
場
は
熱

気
に
溢
れ
、
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
院
さ

れ
た
方
か
ら
、「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」「
来
年

は
や
ら
な
い
の
」
等
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、「
前

立
腺
が
ん
が
わ
か
る
D
V
D
」
を
手
に
帰
路
に
つ

か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
併
設
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
り
、

排
尿
等
の
相
談
を
さ
れ
た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

医療法人社団　長谷川病院
長谷川　徹

長 谷 川 病 院 便 り

年頭所感 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市
民
公
開
講
座
＆
ブ
ル
ー
ク
ロ
ー
バ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
立
腺
が
ん
啓
発
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
11
月
16
日（
木
）

　
二
〇
一
八
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
毎
年
、
今
年
の
目
標
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
掲
げ
、
職
員
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
相
手
に

喜
ば
れ
る
連
携
を
し
よ
う
」
で
し
た
。
連
携
と
い
う
言
葉
に
は
〝
病
院

間
の
連
携
〞
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、〝
各
自
の
身
近
な
所
で
の
連
携
〞

を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
し
た
。
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
何
人
の
患
者
さ
ん

か
ら
喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
診
療
・
治
療
の

各
プ
ロ
セ
ス
で
協
力
し
合
い
仲
間
か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
し
た
で

し
ょ
う
か
？

　
ま
た
、
昨
年
の
暮
れ
に
は
、
学
会
発
表
等
で
活
躍
さ
れ
た
職
員
に
学

術
功
労
賞
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
経
験
し
て
お
り
ま
す
が
、
学

会
発
表
は
、
自
分
一
人
だ
け
の
力
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。周
り
の
人
と
協
力
し
て
、チ
ー
ム
で
完
成
さ
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
勉
強
し
周
り
の
人
と
の
絆
を
深
め
た
、
こ
の
大
変
貴
重
な
経

験
を
次
の
人
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
が
、
長
谷
川
病
院
は
今
年
で
四
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
四
十
歳
で
す
。
中
国
の
孔
子
の
論
語
で
は
「
四
十

に
し
て
惑
わ
ず
」「
不
惑
」
の
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
谷
川
病

院
は
も
う
惑
い
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
、
何
が
起
き
て
も
動
じ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
を
持
っ
て
、
四
十
年
間
の
歩
み
を
噛
み
し

め
、
当
院
に
求
め
ら
れ
期
待
さ
れ
る
使
命
を
全
う
す
べ
く
、
患
者
様
の

笑
顔
と
健
康
の
為
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
「
使
命
を
共
に
」
邁
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

演題名

尿路結石症における体外衝撃波結石破砕術の治療成績と治療期間短縮への取り組み（ポスター）

高齢透析患者さんのための食事とは　～当院栄養科の取り組み～

当院透析患者における腹部大動脈石灰化指数の変化と各因子との関連

当院透析患者におけるフレイル評価

バスキュラーアクセス（ＶＡ）管理に於ける超音波検査診断の基礎

当院における尿閉患者の排尿自立に向けた様々な取り組み

透析時間延長による効果について

当院フットケアの実態調査　～リスク評価から現状分析と今後の課題～

当院における尿閉患者の排尿自立に向けた様々な取り組み（ポスター）

透析室内での感染拡大予防について考える～患者への意識調査から見えてくるもの～

学会名

H28年度　富山県医学会三谷　昌弘 1/29

受賞者名
（学会発表者名） 月/日

演題名学会名その他発表者 月/日

高松　佳世 2/4

小泉　寛子 4/9

小泉　寛子 6/18

藤井　和希 6/18

高田　範子 7/2

浅野　公太 9/24

鈴木友紀恵 9/24

大武　礼文 11/25

寳田　朋子 12/3

第3回 慢性腎不全集学的ケア研究会

第27回 日本透析医会富山県支部講演会

第62回 日本透析医学会学術集会・総会

第62回 日本透析医学会学術集会・総会

第30回 北陸排尿障害研究会

第47回 富山県腎疾患・人工透析研究会

第47回 富山県腎疾患・人工透析研究会

第67回 日本泌尿器科学会中部総会

第31回 富山県透析看護研究会

処方箋に、病薬連携への思いを込めて

当院における内尿道ステント留置術の成績

院長先生 5/23

院長先生 7/2

富山市薬剤師会学術講演会

第30回 北陸排尿障害研究会

長谷川病院 学術功労賞

◇平成 29 年学術功労賞受賞者

【学術功労賞授与について】
①長谷川病院では新たに表彰制度として学術功労賞が新設されました。
②この表彰制度は、職員の学術的研究業績の向上を目的とした賞であります。
③受賞対象者は、毎年 1 月 1 日より 12 月 31 日までの期間において、口頭発表
もしくはポスター発表などによる貢献が優れていると認められた職員です。

④受賞者には賞状および記念品が授与されます。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

は
大
雪
の
予
報
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
年
号
の
頃

に
は
一
面
雪
景
色
で
し
ょ
う
か
。

　
寒
く
な
っ
て
ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
、
こ
た
つ

な
ど
の
暖
房
器
具
を
せ
っ
せ
と
使
う
よ
う
に
な
り

ま
す
と
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
輩
の
方
に
い

た
る
ま
で
、
カ
サ
カ
サ
、
カ
ユ
カ
ユ
の
季
節
到
来

で
す
。
年
齢
と
と
も
に
皮
膚
の
水
分
量
は
減
少
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
必
然
的
に
ご
年
輩
の
方
々
の

乾
燥
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
く
る
わ
け
で
す

が
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
だ
い
た
い
「
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
な
る
が
か
ね
、
去
年
ま
で
は
な
ん
と
も
な

ら
な
か
っ
た
が
に
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
く
る

と
私
か
ら
は
「
そ
れ
は
ま
あ
、
老
化
現
象
で
す
か

ら
ね
ー
」 

と
ち
ょ
っ
と
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い
返
答
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
皮
膚
は
カ
サ
カ
サ
し
て
い
く
も

の
で
す
が
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
洗
い
過
ぎ

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
夏
場
と
違
っ
て
冬

に
は
汗
や
脂
の
汚
れ
は
少
な
い
も
の
。
毎
日
石
鹸

で
せ
っ
せ
と
洗
っ
て
い
る
と
大
事
な
皮
脂
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
き
や
お
し
り
な
ど
皮
脂
が

多
く
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
乾

燥
し
や
す
い
ス
ネ
や
腕
な
ど
は
湯
舟
に
浸
か
る
だ

け
、シ
ャ
ワ
ー
で
流
す
だ
け
、に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
入
浴
後
は
な
る
べ
く
早
め
に
保
湿
剤
を
塗

り
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
も
の
を
つ
け
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
に
は
た
く
さ
ん
の

保
湿
剤
が
並
ん
で
い
ま
す
。
塗
り
心
地
の
良
い
も

の
、
塗
っ
て
み
て
痒
く
な
い
も
の
、
な
ど
自
分
で

チ
ョ
イ
ス
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
迷
っ

て
し
ま
っ
て
選
べ
な
い
方
に
は
当
院
・
お
隣
の
星

井
町
薬
局
に
お
す
す
め
の
保
湿
剤
を
い
く
つ
か
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
冒
頭
の
恒
例
の
冬
の
や
り
取
り
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
ま
す
が
、
先

日
と
あ
る
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
の
男
性
が
私
に
返
し

た
セ
リ
フ
。「
お
か
し
い
の
う
、
う
ち
は
入
っ
た
ら

す
ぐ
部
屋
で
廊
下
は
な
い
ん
や
け
ど
の
う
」 

と
ニ
ヤ

リ
。
う
ま
い
！
ザ
ブ
ト
ン
一
枚
！
思
わ
ず
顔
を
見

合
わ
せ
て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
風

に
な
か
た
に
皮
ふ
科
で
は
毎
日
少
し
ず
つ
患
者
さ

ん
か
ら
笑
顔
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
ん
な

毎
日
も
、
こ
の
4
月
で
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
目

を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
頂
い
た
笑
顔
の
分
、
患
者

さ
ん
に
も
こ
ち
ら
か
ら
笑
顔
を
お
返
し
で
き
る
よ

う
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
同
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
2
0
1
8
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

心
用
ご
に
ア
ド
ト
ウ
ア

　院
長
　

美
友
谷
中

1
冬
の
カ
サ
カ
サ

な
か
た
に
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
院
長

　中
谷
友
美

　
2
0
1
8
年
12
月
1
日
に
歯
科
保
険
の
内
容
が

変
更
に
な
り
、
下
の
あ
ご
の
前
か
ら
6
番
目
の
歯

（
第
1
大
臼
歯
）
に
保
険
で
も
白
い
歯
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
の
赤
色

の
歯
で
す
）。

　
上
の
歯
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必

要
で
す
（×

印
の
歯
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
今
ま
で
は
上
下
左
右
の
前
か
ら
4
番
目
と
5
番

目
の
歯
（
第
1
小
臼
歯
と
第
2
小
臼
歯
）
の
み
の

適
応
で
し
た
（
図
２
の
ピ
ン
ク
色
の
歯
で
す
）。

　
し
か
し
、
条
件
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
を

ク
リ
ア
で
き
て
い
る
場
合
に
の
み
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　【
適
用
の
た
め
の
条
件
】

①
上
下
左
右
の
前
か
ら
7
番
目
の
歯
（
第
2
大
臼

　
歯
）
が
全
て
健
康
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と

　（
図
３
）

②
右
も
左
も
咬
み
合
わ
せ
た
と
き
に
当
た
る
奥
歯

　
が
あ
る
こ
と
（
図
４
）

③
咬
み
合
わ
せ
が
強
く
な
い
方

　
条
件
①
は
図
３
の
青
色
の
歯
が
4
本
と
も
全
て

残
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
歯
が
健
康
で
あ

る
こ
と
。

　
こ
れ
は
、
お
や
し
ら
ず
を
除
く
い
ち
ば
ん
奥
の

歯
が
存
在
し
、
健
康
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
条
件

で
す
。

　
条
件
②
は
図
４
の
ミ
ド
リ
色
の
範
囲
の
歯
が
健

康
な
状
態
で
存
在
し
、
咬
み
合
わ
せ
た
と
き
に
上

下
の
相
手
の
歯
と
し
っ
か
り
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、

と
い
う
よ
う
な
条
件
で
す
。
前
歯
は
多
少
な
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
条
件
③
は
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
と
い
っ
た

習
慣
が
な
い
方
、
と
い
う
条
件
で
す
。

　
こ
の
条
件
は
治
療
後
に
歯
を
強
い
力
か
ら
守
る

装
置
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
が
あ
る
方
も
ク
リ
ア
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
た
場
合
に
下
の
前

か
ら
6
番
目
の
歯
に
保
険
を
利
用
し
て
白
い
歯
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
は
金
属
の
歯
、
い
わ
ゆ
る
銀
歯
の
み
で
し
た
。

　
最
後
に
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
白
い
歯
っ
て
何
な

の
？
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
の

白
い
歯
の
正
体
で
す
。
人
間
の
手
作
り
で
は
な
く

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
作
製
す
る
被
せ
も
の
の

こ
と
で
す
。
成
分
の
多
く
が
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

あ
る
た
め
強
度
的
に
ち
ょ
っ
と
不
安
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
様
な
条
件
が
つ
い
て
い
る
わ
け

な
の
で
す
。
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
せ
っ

か
く
作
っ
た
被
せ
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
は
施
設
基
準
も
あ
り
、

届
出
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
で
し
か
作
製
で
き

ま
せ
ん
。 

全
て
の
歯
科
医
院
で
取
り
扱
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
費
用
は
、
再
診
料
な
ど
も
含
め
3
割
負
担
の
方

で
1
万
円
ほ
ど
の
見
込
み
で
す
。
歯
の
状
態
に
よ
っ

て
費
用
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
通
院
中
の

歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

健康
豆知識

2
歯
科
保
険
の
変
更
に
つ
い
て

は
ぎ
な
か
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
院
長

　萩
中
仁
徳

新しく適応になった下の奥歯
（下の歯のみです）

上の歯

下の歯

× ×

図１

以前から適応であった前から 4 と 5 番目
の歯（これらの歯は上下ともに適応）

上の歯

下の歯

図 2

上の歯

下の歯

図 3

条件①の前から７番目の歯

上の歯

下の歯

図 4

条件②の範囲にあたる奥歯

　
こ
ち
ら
は
有
名
な
尾
形
光
琳
の
燕
子
花
（
か
き

つ
ば
た
）図
屏
風
の
右
側
。
写
真
複
製
の
額
装
で
す
。

ホ
ン
モ
ノ
は
東
京
の
根
津
美
術
館
に
あ
り
ま
す
。

　「
屏
風
」
と
い
う
調
度
は
、
装
飾
的
な
だ
け
で
な

く
、
風
を
屏
（
ふ
さ
）
ぐ
（
名
前
の
由
来
）、
人
目

を
避
け
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
機
能
性
家
具
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
昨
今
の
住
宅
事
情
、
一
般

の
家
で
見
か
け
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
た
め
ば
平
た
く
な
っ
て
場
所
も
と
ら
な
い
し
、

広
げ
れ
ば
き
れ
い
な
絵
が
出
現
、
と
な
か
な
か
の

優
れ
も
の
な
の
で
す
が
。

　
光
琳
の
こ
の
屏
風
は
六
曲
一
双
（
ろ
っ
き
ょ
く

い
っ
そ
う
）
と
い
う
形
態
で
す
。
六
曲
は
む
っ
つ

の
曲
が
っ
た
面
が
あ
る
、
と
い
う
形
状
を
表
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
面
は
右
か
ら
一
扇
（
せ
ん
）、
二

扇
と
数
え
、
扇
が
ふ
た
つ
の
も
の
は
二
曲
、
よ
っ

つ
な
ら
四
曲
。「
一
双
」
と
い
う
の
は
六
曲
が
二
つ

で
１
セ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
、
六
曲
面
が
左
右
に

ひ
と
つ
ず
つ
。
向
か
っ
て
右
を
右
隻
（
う
せ
き
）、

左
を
左
隻
（
さ
せ
き
）
と
呼
び
ま
す
。「
隻
」
は
ふ

た
つ
あ
る
う
ち
の
片
方
、
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。

隻
眼
と
か
い
い
ま
す

ね
。
目
で
思
い
出
し

ま
し
た
が
仙
台
の
有

名
な
戦
国
武
将
伊
達

正
宗
は
「
隻
眼
」
で

は
な
く
「
独
眼
竜
」。

片
方
、
で
は
な
く
唯

一
、
と
い
う
言
い
方

が
力
強
い
で
す
。
脱

線
。

　
左
右
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
な
い
単
独

の
も
の
は
「
一
隻

（
い
っ
せ
き
）」
と
呼

び
ま
す
。

　
も
と
も
と
漢
字
の

意
味
か
ら
つ
け
ら
れ

た
実
際
的
な
名
称
な

の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

改
め
て
見
る
と
な
に

か
風
雅
な
感
じ
が
し

ま
す
。

泉
商
事

松
本
の
り
子

おさんぽ
ギャラリー

屏
風
の
は
な
し

燕子花図屏風　右隻　尾形光琳筆（複製・額装）

六
曲
一
双

第
一
扇

第
六
扇

左隻

第
一
扇

第
六
扇

右隻
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

は
大
雪
の
予
報
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
年
号
の
頃

に
は
一
面
雪
景
色
で
し
ょ
う
か
。

　
寒
く
な
っ
て
ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
、
こ
た
つ

な
ど
の
暖
房
器
具
を
せ
っ
せ
と
使
う
よ
う
に
な
り

ま
す
と
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
輩
の
方
に
い

た
る
ま
で
、
カ
サ
カ
サ
、
カ
ユ
カ
ユ
の
季
節
到
来

で
す
。
年
齢
と
と
も
に
皮
膚
の
水
分
量
は
減
少
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
必
然
的
に
ご
年
輩
の
方
々
の

乾
燥
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
く
る
わ
け
で
す

が
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
だ
い
た
い
「
ど
う
し
て
こ

ん
な
に
な
る
が
か
ね
、
去
年
ま
で
は
な
ん
と
も
な

ら
な
か
っ
た
が
に
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
く
る

と
私
か
ら
は
「
そ
れ
は
ま
あ
、
老
化
現
象
で
す
か

ら
ね
ー
」 

と
ち
ょ
っ
と
あ
ま
り
嬉
し
く
な
い
返
答
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
齢
と
と
も
に
皮
膚
は
カ
サ
カ
サ
し
て
い
く
も

の
で
す
が
、
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
洗
い
過
ぎ

な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
夏
場
と
違
っ
て
冬

に
は
汗
や
脂
の
汚
れ
は
少
な
い
も
の
。
毎
日
石
鹸

で
せ
っ
せ
と
洗
っ
て
い
る
と
大
事
な
皮
脂
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
き
や
お
し
り
な
ど
皮
脂
が

多
く
汚
れ
や
す
い
と
こ
ろ
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
乾

燥
し
や
す
い
ス
ネ
や
腕
な
ど
は
湯
舟
に
浸
か
る
だ

け
、シ
ャ
ワ
ー
で
流
す
だ
け
、に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
入
浴
後
は
な
る
べ
く
早
め
に
保
湿
剤
を
塗

り
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
も
の
を
つ
け
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
に
は
た
く
さ
ん
の

保
湿
剤
が
並
ん
で
い
ま
す
。
塗
り
心
地
の
良
い
も

の
、
塗
っ
て
み
て
痒
く
な
い
も
の
、
な
ど
自
分
で

チ
ョ
イ
ス
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
迷
っ

て
し
ま
っ
て
選
べ
な
い
方
に
は
当
院
・
お
隣
の
星

井
町
薬
局
に
お
す
す
め
の
保
湿
剤
を
い
く
つ
か
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
さ
て
冒
頭
の
恒
例
の
冬
の
や
り
取
り
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
毎
日
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
ま
す
が
、
先

日
と
あ
る
ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
の
男
性
が
私
に
返
し

た
セ
リ
フ
。「
お
か
し
い
の
う
、
う
ち
は
入
っ
た
ら

す
ぐ
部
屋
で
廊
下
は
な
い
ん
や
け
ど
の
う
」 

と
ニ
ヤ

リ
。
う
ま
い
！
ザ
ブ
ト
ン
一
枚
！
思
わ
ず
顔
を
見

合
わ
せ
て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
風

に
な
か
た
に
皮
ふ
科
で
は
毎
日
少
し
ず
つ
患
者
さ

ん
か
ら
笑
顔
を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
ん
な

毎
日
も
、
こ
の
4
月
で
あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
目

を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
頂
い
た
笑
顔
の
分
、
患
者

さ
ん
に
も
こ
ち
ら
か
ら
笑
顔
を
お
返
し
で
き
る
よ

う
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
同
、
よ
り
一
層
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
2
0
1
8
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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冬
の
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な
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た
に
皮
ふ
科
ク
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ニ
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ク

　
院
長
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谷
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美

　
2
0
1
8
年
12
月
1
日
に
歯
科
保
険
の
内
容
が

変
更
に
な
り
、
下
の
あ
ご
の
前
か
ら
6
番
目
の
歯

（
第
1
大
臼
歯
）
に
保
険
で
も
白
い
歯
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
の
赤
色

の
歯
で
す
）。

　
上
の
歯
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
が
必

要
で
す
（×

印
の
歯
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
今
ま
で
は
上
下
左
右
の
前
か
ら
4
番
目
と
5
番

目
の
歯
（
第
1
小
臼
歯
と
第
2
小
臼
歯
）
の
み
の

適
応
で
し
た
（
図
２
の
ピ
ン
ク
色
の
歯
で
す
）。

　
し
か
し
、
条
件
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
を

ク
リ
ア
で
き
て
い
る
場
合
に
の
み
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　【
適
用
の
た
め
の
条
件
】

①
上
下
左
右
の
前
か
ら
7
番
目
の
歯
（
第
2
大
臼

　
歯
）
が
全
て
健
康
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
こ
と

　（
図
３
）

②
右
も
左
も
咬
み
合
わ
せ
た
と
き
に
当
た
る
奥
歯

　
が
あ
る
こ
と
（
図
４
）

③
咬
み
合
わ
せ
が
強
く
な
い
方

　
条
件
①
は
図
３
の
青
色
の
歯
が
4
本
と
も
全
て

残
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
歯
が
健
康
で
あ

る
こ
と
。

　
こ
れ
は
、
お
や
し
ら
ず
を
除
く
い
ち
ば
ん
奥
の

歯
が
存
在
し
、
健
康
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
条
件

で
す
。

　
条
件
②
は
図
４
の
ミ
ド
リ
色
の
範
囲
の
歯
が
健

康
な
状
態
で
存
在
し
、
咬
み
合
わ
せ
た
と
き
に
上

下
の
相
手
の
歯
と
し
っ
か
り
当
た
っ
て
い
る
こ
と
、

と
い
う
よ
う
な
条
件
で
す
。
前
歯
は
多
少
な
く
て

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
条
件
③
は
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
と
い
っ
た

習
慣
が
な
い
方
、
と
い
う
条
件
で
す
。

　
こ
の
条
件
は
治
療
後
に
歯
を
強
い
力
か
ら
守
る

装
置
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
が
あ
る
方
も
ク
リ
ア
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
た
場
合
に
下
の
前

か
ら
6
番
目
の
歯
に
保
険
を
利
用
し
て
白
い
歯
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
は
金
属
の
歯
、
い
わ
ゆ
る
銀
歯
の
み
で
し
た
。

　
最
後
に
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
白
い
歯
っ
て
何
な

の
？
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
の

白
い
歯
の
正
体
で
す
。
人
間
の
手
作
り
で
は
な
く

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
作
製
す
る
被
せ
も
の
の

こ
と
で
す
。
成
分
の
多
く
が
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

あ
る
た
め
強
度
的
に
ち
ょ
っ
と
不
安
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
様
な
条
件
が
つ
い
て
い
る
わ
け

な
の
で
す
。
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
せ
っ

か
く
作
っ
た
被
せ
も
の
が
壊
れ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
に
は
施
設
基
準
も
あ
り
、

届
出
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
で
し
か
作
製
で
き

ま
せ
ん
。 

全
て
の
歯
科
医
院
で
取
り
扱
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
費
用
は
、
再
診
料
な
ど
も
含
め
3
割
負
担
の
方

で
1
万
円
ほ
ど
の
見
込
み
で
す
。
歯
の
状
態
に
よ
っ

て
費
用
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
通
院
中
の

歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

健康
豆知識

2
歯
科
保
険
の
変
更
に
つ
い
て

は
ぎ
な
か
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
院
長

　萩
中
仁
徳

新しく適応になった下の奥歯
（下の歯のみです）

上の歯

下の歯

× ×

図１

以前から適応であった前から 4 と 5 番目
の歯（これらの歯は上下ともに適応）

上の歯

下の歯

図 2

上の歯

下の歯

図 3

条件①の前から７番目の歯

上の歯

下の歯

図 4

条件②の範囲にあたる奥歯

　
こ
ち
ら
は
有
名
な
尾
形
光
琳
の
燕
子
花
（
か
き

つ
ば
た
）図
屏
風
の
右
側
。
写
真
複
製
の
額
装
で
す
。

ホ
ン
モ
ノ
は
東
京
の
根
津
美
術
館
に
あ
り
ま
す
。

　「
屏
風
」
と
い
う
調
度
は
、
装
飾
的
な
だ
け
で
な

く
、
風
を
屏
（
ふ
さ
）
ぐ
（
名
前
の
由
来
）、
人
目

を
避
け
る
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
機
能
性
家
具
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
昨
今
の
住
宅
事
情
、
一
般

の
家
で
見
か
け
る
こ
と
は
ま
ず
な
く
な
り
ま
し
た
。

た
た
め
ば
平
た
く
な
っ
て
場
所
も
と
ら
な
い
し
、

広
げ
れ
ば
き
れ
い
な
絵
が
出
現
、
と
な
か
な
か
の

優
れ
も
の
な
の
で
す
が
。

　
光
琳
の
こ
の
屏
風
は
六
曲
一
双
（
ろ
っ
き
ょ
く

い
っ
そ
う
）
と
い
う
形
態
で
す
。
六
曲
は
む
っ
つ

の
曲
が
っ
た
面
が
あ
る
、
と
い
う
形
状
を
表
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
面
は
右
か
ら
一
扇
（
せ
ん
）、
二

扇
と
数
え
、
扇
が
ふ
た
つ
の
も
の
は
二
曲
、
よ
っ

つ
な
ら
四
曲
。「
一
双
」
と
い
う
の
は
六
曲
が
二
つ

で
１
セ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
、
六
曲
面
が
左
右
に

ひ
と
つ
ず
つ
。
向
か
っ
て
右
を
右
隻
（
う
せ
き
）、

左
を
左
隻
（
さ
せ
き
）
と
呼
び
ま
す
。「
隻
」
は
ふ

た
つ
あ
る
う
ち
の
片
方
、
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。

隻
眼
と
か
い
い
ま
す

ね
。
目
で
思
い
出
し

ま
し
た
が
仙
台
の
有

名
な
戦
国
武
将
伊
達

正
宗
は
「
隻
眼
」
で

は
な
く
「
独
眼
竜
」。

片
方
、
で
は
な
く
唯

一
、
と
い
う
言
い
方

が
力
強
い
で
す
。
脱

線
。

　
左
右
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
な
い
単
独

の
も
の
は
「
一
隻

（
い
っ
せ
き
）」
と
呼

び
ま
す
。

　
も
と
も
と
漢
字
の

意
味
か
ら
つ
け
ら
れ

た
実
際
的
な
名
称
な

の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

改
め
て
見
る
と
な
に

か
風
雅
な
感
じ
が
し

ま
す
。

泉
商
事

松
本
の
り
子

おさんぽ
ギャラリー

屏
風
の
は
な
し

燕子花図屏風　右隻　尾形光琳筆（複製・額装）

六
曲
一
双

第
一
扇

第
六
扇

左隻

第
一
扇

第
六
扇

右隻
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　　LET’S TRY 脳活パズル　第3回 珈琲処はせ蔵　店長　八木雅子

カタカナを全部使って、指定の文字数の熟語を作りましょう。二重枠には、同じ漢字が入ります。
（目標タイム　　～39歳 :3分　40代 :4分　50代 :5分　60歳～:6分）

【例題】　カ・カ・シ・セ・ブ・ン・ン・ン・ン　　　　　　　

【例題の答え】　幹 部 新 幹 線

【問題】　（答えはページの一番下にあります）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　ク・ク・ク・コ・コ
　　ツ・ド・ド・リ

②　イ・イ・イ・イ・ウ・コ
　　シ・セ・タ・ダ・ダ・メ

【答え】①孤独　独立国　②代名詞　世代交代

　今年は戌年、おうちでペットとして犬を飼っていらっしゃる方にとっては格別な想いの年明けかもしれませんね。
　といいますのも、このところ私の周りで、ワンちゃんを家族の一員として迎え入れた方が増えていて、お犬様ブームを感じ
るからです。思春期のお子さんたちとのコミュニケーション作りのためのアニマルセラピーが目的であったり、ワンちゃんと
お散歩することで家族みんなの運動不足の解消に役立ったり、お散歩途中で犬も飼い主さんもお友達の輪が広がったりと、い
いことづくめだそうです。『猫ちゃんと違って、一人でお留守番させられないから、遠出はできないんだけどね (^^♪』と、お
世話はかかるけどひと時も離れたくない様子が微笑ましく、羨ましくも感じました。
　我が家もペットのいる生活に憧れはあるものの、まだ一歩踏み出せずにいますが、次の戌年が回ってくる頃には、もしかし
たら変化があるかもしれません o(^-^)o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今回の脳活パズルはカンジを漢字に変換することで、熟語を思い出しながら解くので記憶脳を刺激しながら思考力を活性化
できます。

□ □□□□□□□□□
□□□□□□□

□□□□□□□

冬のオススメレシピ　鶏肉の田舎煮 (減塩バージョン )

【減塩のススメ】油を使うことで、香りとうまみによりコクが生まれ、薄味でも美味しく食べられます。少ない煮汁
で煮物を食べるときはトロミを。トロミで具材が絡まって見た目もよく仕上がります。

長谷川病院　管理栄養士
高松 佳世

【作り方】　
① 鶏肉に片栗粉をつけて、さっと揚げる。
② 野菜類を調味料を混ぜた汁で煮る。
③ ①を②と一緒に煮る。煮汁は好みの味になるまで煮詰める。
④ こってりトロミがついたら出来上がり。

 　【材料（2人分）】
　鶏もも肉　　　　　　　
　酒（下処理用）
　片栗粉
　揚げ油
　しいたけ
　白菜
　かぼちゃ
　砂糖
　濃口醤油
　みりん　　　
　だしの素（顆粒）
　具材は何でもOKです。彩りで選びましょう。

　30g×4個
適量
　適量
　適量
2枚
50g
　60g
　4g
10g
2g
0.2g

具
材

鶏
肉

調
味
料

連載・凧工房より　その 4（最終回）

いぐり凧のミミに学ぶ

　
3
隠
岐
い
ぐ
り
凧
の
ミ
ミ

　
　
　
　
　

　
ハ
そ
の
ミ
ミ
の
働
き
（
先
人
達
の
思
い
）

　
絶
海
の
孤
島
・
隠
岐
の
島
を
吹
き
抜
け
る
春
先

の
強
い
季
節
風
に
そ
な
え
、
前
述
の
如
く
、
ま
ず

凧
の
縁
を
全
周
に
わ
た
っ
て
半
円
形
に
曲
げ
た
ミ

ミ
ヒ
ゴ
で
補
強
し
た
の
は
当
然
の
策
と
し
て
、
そ

の
ミ
ミ
ヒ
ゴ
の
先
端
お
よ
び
末
端
部
分
を
、
凧
本

体
の
タ
テ
ヨ
コ
２
本
の
ヒ
ゴ
に
絡
ま
せ
な
が
ら
、

弾
力
性
を
残
し
て
固
定
す
る
お
さ
め
方
は
、
先
人

た
ち
の
思
い
の
中
に
、
上
空
の
強
い
横
風
、
乱
気

流
と
突
風
を
、
ま
ず
そ
の
ミ
ミ
で
た
お
や
か
に
受

け
止
め
、
そ
の
圧
力
を
丸
竹
を
支
点
と
し
た
テ
コ

を
利
用
し
て
凧
全
体
に
素
早
く
伝
え
て
方
向
転
換

を
計
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
と
い
っ
た
セ
ン
サ
ー

的
な
役
割
を
期
待
し
た
と
の
先
人
た
ち
の
思
い
が

あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
筆
者
の
思
い
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
（
図
３
参
照
）

　
事
実
、
あ
る
凧
揚
げ
会
場
で
、
乱
気
流
に
襲
わ

れ
た
多
く
の
凧
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
、
次
つ
ぎ

と
落
下
す
る
中
、
自
分
た
ち
の
い
ぐ
り
凧
だ
け
が

上
空
に
居
座
っ
た
姿
を
見
て
、
咄
嗟
に
考
え
た
の

が
ミ
ミ
、
そ
れ
も
セ
ン
サ
ー
付
き
の
10
個
の
ミ
ミ

の
こ
と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
隠
岐
の
島
で
は
、
上
空
の
風
が
弱
ま
っ

た
時
、
そ
の
大
凧
に
し
ゃ
く
り
を
入
れ
な
が
ら
、

風
の
強
ま
る
の
を
待
つ
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
世
間
で
は
凧
の
し
ゃ
く
り
方
で
、
そ
の
人
の
凧

揚
げ
の
実
力
が
分
か
る
と
ま
で
言
う
人
も
い
ま
す

が
、
凧
が
大
き
く
て
重
い
時
、
多
く
の
場
合
、
引

手
を
集
め
、
掛
け
声
勇
ま
し
く
懸
命
に
引
く
姿
は

見
か
け
る
も
の
の
、
足
を
止
め
て
し
ゃ
く
り
を
入

れ
、
凧
を
操
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
は
余
り
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
ゃ
く
り
を
入
れ
ら
れ
て
上
空
で
泳
ぎ
だ
す
隠

岐
い
ぐ
り
凧
，
そ
こ
に
も
こ
の
凧
の
持
つ
ミ
ミ
の

存
在
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
ヒ
ゴ
の
交
差
す
る
ミ
ミ
の
付
け
根
で
、
ヒ
ゴ

の
配
置
に
ひ
と
工
夫
を
加
え
る
こ
と
で
、
ミ
ミ
に

ゆ
る
や
か
な
百
葉
箱
の
鎧
戸
の
よ
う
な
傾
き
を
作

り
出
し
、
風
の
な
い
上
空
で
、
し
ゃ
く
り
を
入
れ

て
泳
ぎ
の
動
き
を
、
ま
た
凧
を
降
ろ
す
と
き
に
は

し
ゃ
く
り
を
入
れ
て
軟
着
陸
を
可
能
に
し
て
い
る

の
も
、
い
ぐ
り
凧
独
自
の
ミ
ミ
の
力
と
考
え
ま
す
。

（
図
４
参
照
）

　
最
後
に
そ
の
ミ
ミ
が
も
た
ら
す
、
も
う
一
つ
大

切
な
特
徴
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
周
を
タ

ケ
ヒ
ゴ
で
補
強
し
た
枠
の
上
に
和
紙
を
張
っ
た
い

ぐ
り
凧
は
、
紙
の
表
が
滑
ら
か
と
な
り
、
絵
柄
が

明
瞭
、
見
栄
え
の
良
い
の
は
勿
論
で
す
が
、
同
時

に
凧
に
張
ら
れ
た
強
く
緊
満
し
た
和
紙
が
太
鼓
の

革
に
変
身
し
、凧
の
背
中
に
取
り
付
け
た
「
う
な
り
」

に
共
鳴
し
、
よ
り
重
厚
で
、
は
ら
わ
た
に
浸
み
こ

む
よ
う
な
大
き
い
響
き
を
生
む
こ
と
は
、
皆
様
既

に
周
知
の
と
こ
ろ
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

4
お
わ
り
に

　
以
上
、
梱
包
し
た
富
山
型
い
ぐ
り
凧
を
会
場
に

持
込
み
、
ミ
ミ
ヒ
ゴ
の
取
り
付
け
に
毎
回
苦
労
し
、

手
惑
い
な
が
ら
組
み
立
て
て
き
た
筆
者
の
、
ミ
ミ

に
対
す
る
思
い
を
拙
文
に
纏
め
て
み
ま
し
た
。

長谷川 眞常
日本の凧の会会員 富山市

隠岐いぐり凧保存会富山支部
富山長谷川病院風神会代表

図 4　ミミの配列と凧の動き

図 3　ミミヒゴの配置図とその役割

ミミヒゴ

タテ丸竹
タテヒゴ テコ

ヨコヒゴ

中央丸竹

風の方向

タテヒゴの上
において固定

丸竹の下を
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　　LET’S TRY 脳活パズル　第3回 珈琲処はせ蔵　店長　八木雅子

カタカナを全部使って、指定の文字数の熟語を作りましょう。二重枠には、同じ漢字が入ります。
（目標タイム　　～39歳 :3分　40代 :4分　50代 :5分　60歳～:6分）

【例題】　カ・カ・シ・セ・ブ・ン・ン・ン・ン　　　　　　　

【例題の答え】　幹 部 新 幹 線

【問題】　（答えはページの一番下にあります）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　ク・ク・ク・コ・コ
　　ツ・ド・ド・リ

②　イ・イ・イ・イ・ウ・コ
　　シ・セ・タ・ダ・ダ・メ

【答え】①孤独　独立国　②代名詞　世代交代

　今年は戌年、おうちでペットとして犬を飼っていらっしゃる方にとっては格別な想いの年明けかもしれませんね。
　といいますのも、このところ私の周りで、ワンちゃんを家族の一員として迎え入れた方が増えていて、お犬様ブームを感じ
るからです。思春期のお子さんたちとのコミュニケーション作りのためのアニマルセラピーが目的であったり、ワンちゃんと
お散歩することで家族みんなの運動不足の解消に役立ったり、お散歩途中で犬も飼い主さんもお友達の輪が広がったりと、い
いことづくめだそうです。『猫ちゃんと違って、一人でお留守番させられないから、遠出はできないんだけどね (^^♪』と、お
世話はかかるけどひと時も離れたくない様子が微笑ましく、羨ましくも感じました。
　我が家もペットのいる生活に憧れはあるものの、まだ一歩踏み出せずにいますが、次の戌年が回ってくる頃には、もしかし
たら変化があるかもしれません o(^-^)o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今回の脳活パズルはカンジを漢字に変換することで、熟語を思い出しながら解くので記憶脳を刺激しながら思考力を活性化
できます。

□ □□□□□□□□□
□□□□□□□

□□□□□□□

冬のオススメレシピ　鶏肉の田舎煮 (減塩バージョン )

【減塩のススメ】油を使うことで、香りとうまみによりコクが生まれ、薄味でも美味しく食べられます。少ない煮汁
で煮物を食べるときはトロミを。トロミで具材が絡まって見た目もよく仕上がります。

長谷川病院　管理栄養士
高松 佳世

【作り方】　
① 鶏肉に片栗粉をつけて、さっと揚げる。
② 野菜類を調味料を混ぜた汁で煮る。
③ ①を②と一緒に煮る。煮汁は好みの味になるまで煮詰める。
④ こってりトロミがついたら出来上がり。

 　【材料（2人分）】
　鶏もも肉　　　　　　　
　酒（下処理用）
　片栗粉
　揚げ油
　しいたけ
　白菜
　かぼちゃ
　砂糖
　濃口醤油
　みりん　　　
　だしの素（顆粒）
　具材は何でもOKです。彩りで選びましょう。

　30g×4個
適量

　適量
　適量
2枚
50g

　60g
　4g
10g
2g
0.2g

具
材

鶏
肉

調
味
料

連載・凧工房より　その 4（最終回）

いぐり凧のミミに学ぶ

　
3
隠
岐
い
ぐ
り
凧
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ミ
ミ

　
　
　
　
　

　
ハ
そ
の
ミ
ミ
の
働
き
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先
人
達
の
思
い
）

　
絶
海
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島
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隠
岐
の
島
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吹
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抜
け
る
春
先

の
強
い
季
節
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凧
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縁
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当
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し
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ミ
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凧
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体
の
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ヨ
コ
２
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の
ヒ
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ま
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弾
力
性
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し
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固
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す
る
お
さ
め
方
は
、
先
人

た
ち
の
思
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の
中
に
、
上
空
の
強
い
横
風
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乱
気

流
と
突
風
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、
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ず
そ
の
ミ
ミ
で
た
お
や
か
に
受

け
止
め
、
そ
の
圧
力
を
丸
竹
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点
と
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た
テ
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用
し
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凧
全
体
に
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早
く
伝
え
て
方
向
転
換

を
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、
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ラ
ン
ス
を
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と
い
っ
た
セ
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な
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期
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と
の
先
人
た
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え
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思
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事
実
、
あ
る
凧
揚
げ
会
場
で
、
乱
気
流
に
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わ

れ
た
多
く
の
凧
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、
バ
ラ
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を
失
い
、
次
つ
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落
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す
る
中
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の
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ぐ
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凧
だ
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上
空
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ら
に
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で
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の
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。
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懸
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入
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岐
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。
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す
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入
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入
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独
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。
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以
上
、
梱
包
し
た
富
山
型
い
ぐ
り
凧
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会
場
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込
み
、
ミ
ミ
ヒ
ゴ
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取
り
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手
惑
い
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が
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き
た
筆
者
の
、
ミ
ミ

に
対
す
る
思
い
を
拙
文
に
纏
め
て
み
ま
し
た
。

長谷川 眞常
日本の凧の会会員 富山市

隠岐いぐり凧保存会富山支部
富山長谷川病院風神会代表
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図 3　ミミヒゴの配置図とその役割
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『星井町薬局』

２月 13 日移転オープン
年頭所感

「市民公開講座＆ブルークロバー・キャンペーン」開催報告

長谷川病院学術功労賞

冬のカサカサ

屏風のはなし

歯科保険の変更について

いぐり凧のミミに学ぶ～連載・風工房より～　その４（最終回）

LET`S TRY 脳活パズル　第３回

レシピ　鶏肉の田舎煮

インフォメーション

病 院 名 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 日

八 木 外 科
ク リ ニ ッ ク
☎076-422-0055

なかたに皮ふ科
ク リ ニ ッ ク
☎076-421-1275

はぎなか歯科
ク リ ニ ッ ク
☎076-422-0200

長 谷 川 病 院
☎076-422-3040

09:30~12:30
14:00~19:00

09:00~12:15
14:00~17:45

08:30~11:30
14:30~17:30

祝祭日は休診です。

祝祭日は休診です。

祝祭日は休診です。初診の受付時間は、各診察終了時間の30分前までです。

● ● ● ● ● ●

● ● ● ◆

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

13:30
〜

16:30

9:00
〜

12:45

14:00
〜

17:00

● ● ● ● ● ◆

● ● ● ● ● ◆

店 名 受 付 時 間 月 火 水 木 金 土 日

星 井 町 薬 局
☎076-420-8193

08:30~18:00
祝祭日は休業です。

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●珈琲処 は せ 蔵
☎076-491-2007

（泉商事）

星の街ギャラリー
☎076-491-2007

（泉商事）

09:00~18:00

レンタルスペース
☎076-491-2007

（泉商事）

祝祭日は休業です。

●

インフォメーション
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P

P国道41号線

至富山駅

星井町交差点

長谷川病院
星井町薬局

（2月10日まで）

泉ビル

星井町メディカルガーデン
星井町薬局は 2 月 13 日より泉ビル
１階に移転いたします。

2F　　八木外科クリニック
　なかたに皮ふ科クリニック

3F　　はぎなか歯科クリニック

1F

はせ蔵
（カフェ）

星井町薬局
（2月13日オープン）

EV

階段

41

41

富山駅富山駅
電鉄富山駅電鉄富山駅

メディカルガーデン

富山市科学
博物館
富山市科学
博物館

北國銀行北國銀行
裁判所裁判所

富山テレビ富山テレビ

GSGS

有沢橋有沢橋

富山大橋富山大橋

神通川神通川

神通大橋神通大橋

角川介護予防センター角川介護予防センター角川介護予防センター

大和百貨店大和百貨店
ANAホテルANAホテル

広貫堂電停広貫堂電停

市役所市役所
県庁県庁

護国神社護国神社

富山城址
公園
富山城址
公園

至魚津至魚津

至岩瀬浜駅至岩瀬浜駅

至東富山駅至東富山駅

至南富山駅至南富山駅

至大学前至大学前

至富山 IC至富山 IC

稲荷町稲荷町

平成21年以来、９年の間さまざまな形でご利用いただきました星の街ギャラリーですが、平成

29年 12月をもちまして業務を終了いたしました。

これまでたくさんの方々にご愛顧いただきましたことを深く感謝し、心より御礼申し上げます。　

ありがとうございました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社泉商事　取締役社長　八木　雅子

院長の体調不良のため、当面の間、休業させていただいております。

患者様、並びに関係各位の皆様に、大変ご迷惑をおかけして誠に申し訳ございません。

ご理解の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

時 分
9 18　38
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

03　23　48
08　33　53
18　38
03　23　48
08　33　53
18　38
03　23　48
08　33　53
18　38
03※　23※

まいどはやバス　中央ルート
角川介護予防センター前

※富山駅前
　止まり

H30.1.1 現在


